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新潟県生活と健康を守る会連合会 

〒950‐0088 新潟市中央区万代1-2-６-403  

ＴＥＬ０２５－２４１－０２８８ 

https://niigatakenseiren.iinaa.net/index.html 

一人はみんなのために 

みんなは一人のために 

全県的な「福祉灯油」支給実現、新潟県社協

による緊急小口資金等の貸し渋り是正、住民税

非課税・生活保護世帯に１０万円臨時給付金支

給など、守る会の運動に会員の確信が広がって

います。多くの国民が「貧困の底が抜けた」状

況に追い込まれているとき、守る会・全生連運

動の果たす役割はいよいよ大きくなっていま

す。全ての役員と班、会員が力を合わせて、２

月・３月に要求に応え組織を拡大強化する大運

動をおこし、会員・新聞の拡大目標を達成しま

しょう。 

三条守る会は２月３日に役員会を開きました。「福

祉灯油」の市長交渉が「三條新聞」１面トップで報道

され、支給を勝ち取ったこと、共催で地域医療学習会

を開き４５名が参加したなど、守る会が大きな役割を

果たしたことを確認。住民税非課税世帯１０万円給付

金、緊急小口資金等の住民税非課税世帯の返済免除に

ついて学習しました。 

 「障害者グループホーム入居者は１０万円もらえる

か」「葬儀屋の労働者が減収したが対象になるか」

「一昨年廃業した人はもらえるか」「課税世代でもも

らえる場合がある」と話し合いました。 

 支援制度や生活保護・減免制度などを知人に知ら

せ、入会をすすめようと、８日午後に拡大行動を計

画。手分けをして宣伝し、２４日午後に制度適用と税

金の相談会を行うことにしました。 

 

長岡守る会は２月３日に役員会を開きました。コ

ロナの影響で失業、収入減少などで生活が大変に

なっている人がたくさんいることが話されました。

１０万円給付金、緊急小口資金等の住民税非課税世

帯の返済免除について学習しました。 

 要求に応えるために、手分けをして地域へチラシ

配布し、会員が知人を誘い、毎週月曜午後に相談会

を開き、会員をふやそうと相談しました。 

 

 村上生健会は、コロナ禍で2年にわたり行事の中止が

相次いでいました。会員から「このままでは寂しい」と

声が上がり、感染もやや落ち着いた12月初めに「来年

こそは新年会を」と計画しました。ところが年明けから

変異株が蔓延、急遽、午前中の行事のみに変更すること

になりました。斎藤会長、稲葉・上村両市議のあいさつ

に続き、高木さんから「不思議の国インド」の講演を

たっぷりお聞きした上で、料理とお酒をお土産にしてお

開きとなりました。 

20名の参加者は「飲食なくてもやってよかった」「久

しぶりに会えた、別会場で一杯！」など様々の感想が寄

せられました。 
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【１】 憲法に自衛隊を書き込む 

 米の要求に応え、海外の戦争に自衛隊を派兵できる 

【２】 緊急事態条項をつくる 

 政府が、大災害時などを口実にして、国民の権利を

制限し、国会、裁判所を無視して独裁的な措置を取れ

るようにするもの。東日本大震災時でも、国会で法律

をつくり対策がおこなわれたように、現憲法で十分に

対応できます。 

【３】 教育の無償化 

 憲法２６条は義務教育無償を定めています。憲法を

変えなくても教育の無償・充実は実現できます。 

【４】 参院の合区解消 

 憲法を変えなくても選挙制度改正で実現できます。 

① アメリカの強い要求に応えて、自衛隊がアメリ

カと一緒に海外の戦争に参戦できるようにするこ

と。その際に邪魔になる国民の権利を制限する。 

③ 軍事費を増ふやすために、社会保障費や教育費

を削減すること。 


